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１.KOFU NEXT ACTIONについて 

 昨今の地方自治体においては、著しい人口減少や少子高齢化などを背景に中長期的な

課題を数多く抱えており、近い将来迎える 2030年の SDGｓ達成や、2040年頃の深刻

な労働力不足への対応、そして、地球温暖化に配慮した 2050 年のカーボンニュートラル

の実現等への対応が求められています。 

こうした諸課題は、本市の未来を担っていく今の子どもたちが直面する喫緊の課題で

あり、子どもたちをはじめ、甲府を愛するすべての市民の皆様の明るい未来のためには、

今まさに、『次なる行動』が必要です。 

本市では、開府 500 年で育んだ「こうふ愛」を礎に、「こうふ未来創り重点戦略プロジェ

クト ＮＥＸＴ」をはじめとする、これまで取り組んできた各種施策を継承しながら更に深

化・発展させ、市長が政策提言に掲げた 5 つの柱を具現化した新たな行政計画である

『KOFU NEXT ACTION』をここに策定し、本計画に位置付けた取組を重点的かつ計画

的に推進することで、本市が目指す都市像の実現による市民の皆様の「希望ある未来」創

りに邁進してまいります。 

 

 

２.計画期間 

2023年度から2026年度までの４年間とし、各施策・事業については、実施状況や社

会情勢の変化等に応じて毎年度見直しを行ってまいります。 

 

 

３.本計画の構成 

『KOFU NEXT ACTION』は『施策編』と『取組編』の 2部構成となっており、『施策編』

では、計画期間となる 4 年間を捉えた「施策」の概要をお示しし、『取組編』は、各施策を構

成する「取組」ごとの当年度の具体的取組を掲げたものとしています。 

 

 

４.進捗状況等の公表 

  『KOFU NEXT ACTION』の進捗状況等については、各年度終了後、随時甲府市ホー

ムページにて公表してまいります。 
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５. SDGsの達成に向けた取組として 

  『KOFU NEXT ACTION』の各施策と SDGs における 17のゴールとの関係性を明

確にすることで、各施策の推進によって SDGsの達成に寄与してまいります。 
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KOFU NEXT ACTION 施策一覧及び目次 
 
 
NEXT ACTION1 こども育むまち  
1-1 きめ細かな相談・支援の体制づくり 4  1-2 安心できる居場所づくり 5 

■子ども・青少年総合相談センターの開設   ■児童生徒支援センターの開設  

■子育て世代包括支援センターの機能強化   ■不登校総合対策の推進  

■子ども体験機会の創出   ■子ども応援施設の整備  

■子育て負担の軽減   ■保育環境の充実  

1-3 新時代の特色ある学びづくり 6  1-4 こうふ愛の醸成 7 

■ＩＣＴを効果的に活用した学力向上の推進   ■未来に向けた人づくりの推進  

■通学区域の弾力化の推進   ■「こうふ開府の日」記念事業の実施  

■コミュニティ・スクールの推進     

 
NEXT ACTION2 輝き栄えるまち 
 
2-1 まちなかの交流・賑わいの創出 8  2-2 四季折々の観光づくり 9 

■小江戸甲府 城下町整備事業の推進   ■御嶽昇仙峡や信玄の湯 湯村温泉の魅力の磨き上げ  

■遊亀公園・附属動物園の再整備   ■自然と都市機能を活かした観光振興  

■新たなまちなか再生事業の推進   ■広域観光の推進  

■中心市街地活性化対策     

2-3 輝きあふれる地場産業づくり 10  2-4 人・企業から選ばれるまちづくり 11 

■地場産業の更なる活性化   ■企業誘致対策の強化  

■宝石のまち甲府プロジェクトの推進   ■雇用創出の推進  

■鳥獣被害防止対策の推進   ■多様な人材の活躍支援  

■都市農業の活性化     

 
NEXT ACTION3 健康で安心して暮らせるまち 
 
3-1 健康危機への迅速な対応 12  3-2 在宅医療・介護の体制づくり 12 

■健康危機管理体制の強化   ■在宅医療・介護連携の推進  

3-3 からだとこころの健康増進 13  3-4 動物と共に生きる社会づくり 13 

 ■からだの健康づくりの推進   ■動物愛護事業の推進  

■緑が丘スポーツ公園の整備     

■こころの健康づくりの推進     

 
NEXT ACTION4 グリーンで快適なまち 
 
4-1 新たな価値を生み出すまちづくり 14  4-2 リニア駅周辺のまちづくり 14 

■二つの拠点を核としたまちづくり   ■リニア駅周辺整備の推進  

4-3 ゼロカーボンシティの実現 15  4-4 暮らしやすい都市基盤の整備 16 

■ゼロカーボンの推進   ■都市計画道路の整備  

■「こうふグリーンラボ」の開設   ■空き家対策の推進  

   ■新たな公共交通の導入  

 

NEXT ACTION5 持続可能なまち 
 
5-1 ＳＤＧｓとデジタル化の推進 17  5-2 災害に強いまちづくり 18 

■ＳＤＧｓの推進   ■地域防災力の強化  

■自治体ＤＸの推進     

5-3 シティプロモーションの推進 18  5-4 やまなし県央連携中枢都市圏の発展 18 

■シティプロモーションの推進   ■「やまなし県央連携中枢都市圏ビジョン」の推進   
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　みんなで子どもを応援し、子どもの夢やこうふ愛が育まれるまちづくりに取り組みます。

1-1　きめ細かな相談・支援の体制づくり

NEXT ACTION 1

 こども育むまち

施

策

の

方

向

性

1-1　きめ細かな相談・支援の体制づくり

1-2　安心できる居場所づくり

1-3　新時代の特色ある学びづくり

1-4　こうふ愛の醸成

○子ども応援フェスタの開催　　　　　　○夏休み子ども体験教室の開催

○親子運動遊びイベントの開催　　　○子ども応援デリバリー事業の実施

一人ひとりに寄り添ったきめ細かな相談・支援による子育て支援の強化と、様々な体験を通じた子育

ち応援を充実します。

施

 

策

    ■子ども・青少年総合相談センターの開設

子ども・青少年に係る相談支援体制を強化するため、子ども・子育て相談機能と青少年相談機能とを一体

化した「子ども・青少年総合相談センター おひさま・あおぞら」を令和５年度より設置し、青年期までの切れ目

のない相談・支援を行うことにより、ヤングケアラーなど悩みや不安を抱える子どもたちの成長を応援していきま

す。

○子ども・青少年総合相談センターの設置　　　　○ヤングケアラーの社会的理解の促進

○ヤングケアラー支援庁内連携体制の強化　　　○配食支援モデル事業等によるヤングケアラー支援

     ■子育て世代包括支援センターの機能強化

相談者などの利便性の向上と、より適切な支援を可能とするため、オンライン相談や健診等に関するＷｅｂ

予約システムを令和５年度中に導入するとともに、令和６年度からは新たに心理的ケアの専門職によるアウ

トリーチ（訪問）支援を実施するなど、妊娠期から子育て期の家庭において心穏やかに育児ができるよう、き

め細かな支援を行い、育児不安の軽減を図ります。

○オンライン相談の導入　　　○Ｗｅｂ予約システムの導入

○専門職によるアウトリーチ（訪問）支援の充実

    ■子ども体験機会の創出

地域全体で子育ちを応援する機運の醸成や、子育ちに関する取組の更なるＰＲに努めるとともに、子育ち

応援者・子ども応援団体等と連携・協力する中で、スポーツ、文化・芸術など幅広い分野での体験機会を子

どもたちに提供する場を創出し、次代を担う子どもたちの無限の可能性を引き出し、夢や希望を持って健やか

にたくましく成長していけるよう後押しします。

施 策 編

計画期間となる４年間を捉えた「施策」の概要を記載します。
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     ■子育て負担の軽減

産後ケア事業の一層利用しやすい環境を整えるため、宿泊型・日帰り型の産前産後ケアセンターの利用料

と、助産師がご自宅に伺いケアする訪問型のおうちｄｅホッとママケアの利用料の助成を拡大するとともに、核

家族化の進行や共働き世帯の増加など、子どもたちを取り巻く環境が変化する中で、公立保育所において２

歳児までとしていた児童の主食を含めた完全給食の提供を、令和５年度より、３歳児から５歳児まで拡充

し、児童の食育の推進に加え、保育所に子どもを預ける子育て世帯の負担軽減を図ります。

○産前産後ケアセンターの利用料の助成の拡大　　　○おうちｄｅホッとママケア利用料の助成の拡大

○公立保育所における主食の提供

1-2　安心できる居場所づくり

施

 

策

○子ども応援施設の整備

     ■保育環境の充実

令和５年度より、障がいのある子どもの受け入れ環境を充実するため、保育所等への補助制度を拡充すると

ともに、保育士の確保に向けた取組を強化するなど、保護者が安心して子どもを預けられる保育環境の創出

に取り組みます。

○障がい児保育の補助制度の拡充　　　○保育士確保対策の充実

不登校・いじめ対策の強化や保育環境の充実に取り組むなど、子どもが安心できる居場所づくりを進

め、みんなの笑顔を育みます。

施

 

策

     ■児童生徒支援センターの開設

不登校をはじめ、いじめや特別支援教育に係る児童生徒、保護者からの相談窓口を一元化した「児童生徒

支援センター すてっぷ」を令和５年度に設置することにより、相談者の利便性の向上に加え、専門の担当者

が関係機関と連携し、児童生徒に寄り添ったきめ細かな相談支援を円滑に実施します。

○児童生徒支援センターの設置　　　○児童生徒支援センターの認知度の向上

     ■不登校総合対策の推進

令和５年度より、中学校２校を不登校対策校として指定し、「スクリーニングシート」などを活用した不登校

の未然防止や早期対応に取り組むとともに、校内教育支援センターを設置し、不登校対策専門の教員を配

置する中で、不登校傾向の生徒や教室に入れない生徒の居場所づくりに努めるなど、不登校の生徒一人ひ

とりに寄り添った支援を行います。

○不登校対策校の指定・充実　　　○学校内への教育支援センターの設置及び不登校対策専門の教員の配置

     ■子ども応援施設の整備

民間の様々なアイデアや意見を取り入れる中で、児童館や放課後児童クラブ等の子どもに係る機能を組み

合わせた施設を整備し、健全な遊びの場や、子育て中の親が交流できる場を創出し、子どもの心身の育成

と、豊かな情操を育みます。
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1-3　新時代の特色ある学びづくり

ＩＣＴを活用した学習支援の充実や地域の特性に合った学び環境の創出など、新時代の学びづくり

を進めます。

施

 

策

     ■ＩＣＴを効果的に活用した学力向上の推進

一人ひとりに合わせた最適な出題を行うＡＩ型ドリルに加え、令和５年度からは新たな学習支援ツールの導

入等により、ＩＣＴの活用と従来の授業を組み合わせた教育を推進するとともに、教員のＩＣＴスキルや指

導力を向上させることで、教育環境の高度化を図り、児童生徒の学習状況に応じた「個別最適な学び」や、

クラスでアイデアを出し合うなどの「協働的な学び」により、甲府の子どもたちの学力向上に取り組みます。

○新たな学習支援ツール等の導入　　　○ＡＩ型ドリルの利用促進

○教員のＩＣＴスキルの向上　　　　　　○リーディングＤＸスクール事業への参加

     ■通学区域の弾力化の推進

学校規模の適正化に向け、通学区域の弾力化や、小規模校の魅力ある学校づくりを推進し、子どもたちが

多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて、一人ひとりの資質や能力を伸ばすこ

とのできる教育環境を創出します。

○学校規模適正化の更なる検討　　　○魅力ある学校づくりの推進

     ■コミュニティ・スクールの推進

令和５年度より、全ての市立小中学校をコミュニティ・スクールとし、学校や地域の課題を共有する中で、学

校と地域が協力して学校運営に取り組む「地域とともに歩む学校づくり」を更に進め、学校を中心とした地域

の活性化と、子どもたちの豊かな学びを実現します。

○全小中学校への学校運営協議会の設置
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1-4　こうふ愛の醸成

開府５００年をきっかけとして大きく育った『こうふ愛』を一層醸成します。

施

 

策

    ■未来に向けた人づくりの推進

こうふ開府５００年で育まれた「こうふドリームキャンパス」と「私の地域・歴史探訪」、「甲府ラーニング・スピー

チ」の３つのレガシー事業の推進に加え、「甲府市の歌」を学校やまちなか、イベント等で聴き・歌い・触れ合う

機会の創出に取り組み、「ふるさと甲府」への誇りと愛着を更に育み、市民の一体感と未来に向けた人づくりに

つなげます。

○「こうふ開府５００年レガシー事業」の推進　　　○「甲府市の歌」の普及啓発

     ■「こうふ開府の日」記念事業の実施

甲府誕生の原点である１２月２０日の「こうふ開府の日」に向けて、「こうふ開府５００年レガシー事業ス

ペシャル版」と「こうふ開府の日」記念イベントを一体的に開催し、特別な記念日として市民みんなでお祝い

し、更なるこうふ愛の醸成につなげます。

○「こうふ開府の日」イベントの開催
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　多彩な地域資源の魅力を高め、人と地域が輝き栄えるまちづくりに取り組みます。

2-1　まちなかの交流・賑わいの創出

NEXT ACTION 2

 輝き栄えるまち

施

策

の

方

向

性

2-1　まちなかの交流・賑わいの創出

2-2　四季折々の観光づくり

2-3　輝きあふれる地場産業づくり

2-4　人・企業から選ばれるまちづくり

○プレイヤーとの共創体制の強化　　　○まちなか再生ビジョンの策定・推進

まちなかの拠点を着実に整備するとともに、まちなか再生ビジョンの策定や実行組織づくりなどを進め、

新たな交流と賑わいを生み出します。

施

 

策

     ■小江戸甲府 城下町整備事業の推進

甲府城と市内の各拠点をつなぐ新たな歴史文化のランドマーク として、甲府城南側が賑わいの創出と回遊

性の向上に資するエリアとなるよう、令和７年度の供用開始を目指して歴史文化交流施設や江戸風まちな

み散策路の整備を推進し、本市が紡いできた重層的な歴史・文化を感じながら周遊・交流できるまちを次代

につなぎます。

○歴史文化交流施設の整備　　　○江戸風まちなみ散策路の整備

     ■遊亀公園・附属動物園の再整備

子どもたちが動物たちとふれあい、命の尊さを大人と一緒に学ぶことができ、動物本来の生態を観察できる、ま

ちなかの動物園となるとともに、子どもたちが本市の自然や歴史を感じながら健やかに成長でき、幼児から高

齢者までの多様な年代が利用できる公園となるよう、動物園と公園を一体的に再整備し、次の世代に誇りを

持って引き継ぐことができる賑わいの拠点づくりを進めます。

○遊亀公園・附属動物園の再整備

     ■新たなまちなか再生事業の推進

まちなか再生にむけ、活動意欲や機動力を持って挑戦するプレイヤーが参画する官民連携まちづくりの基盤

組織である「甲府まちなかエリアプラットフォーム」を中心に、「まちなか再生ビジョン」及びそのアクションプランを

令和６年度までに策定し、多彩な地域資源や特性を活かしたまちなかの将来像の実現に向けた取組を、企

画から実行まで一体的かつ実効性をもって進め、持続可能な新たな地域づくりにより、まちなかの再生を目指

します。
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     ■中心市街地活性化対策

甲府城周辺と遊亀公園・附属動物園を結ぶ、快適で高質な道路空間の整備に加え、まちなか再生の要の

一つである岡島百貨店跡地の再開発への支援や商店街をはじめとする拠点の魅力と、まちなかの回遊性・

滞留性の向上等に資する取組の展開により、中心市街地のエリア価値を高め、地域商店街の振興・中心市

街地の活性化・まちなかの再生につなげていきます。

〇岡島百貨店跡地の再開発への支援　　　○春日本通り線の整備

〇新規出店機会の創出とまちなかの回遊性・滞留性の向上

2-2　四季折々の観光づくり

施

 

策

四季折々の豊かな自然と都市機能を活かし、甲府ならではの観光コンテンツをつくります。

施

 

策

     ■御嶽昇仙峡や信玄の湯 湯村温泉の魅力の磨き上げ

日本遺産や甲武信ユネスコエコパークに認定されている「御嶽昇仙峡」や「信玄の湯 湯村温泉」は、本市の

主要な観光地であることから、民間事業者と連携した受入環境の整備に取り組み、誘客促進と観光消費の

活性化につながるようそれぞれのエリアの磨き上げによる高付加価値化を進めます。

○観光地の高付加価値化の推進　　　○景勝地の文化資源を活用した取組

     ■自然と都市機能を活かした観光振興

本市の強みである、四季折々の豊かな自然と都市機能が融合した、山のぼり・まち歩きの更なる推進に加

え、令和６年度以降に、自然・歴史・文化を最大限活かしたスポーツ・アウトドアによる付加価値の高い新た

な観光コンテンツの事業展開を目指す中で、自然とまちが織りなす都市観光を展開し、誘客の拡大につなげ

ます。

○スポーツ・アウトドアを活用した観光振興　　　○スポーツ・文化合宿等の誘致

○山のぼり・まち歩きの促進

     ■広域観光の推進

「やまなし県央連携中枢都市圏」を形成する市町とともに、行政区域に捉われない広域的な観光エリアを形

成し、それぞれの地域が有する自然、歴史、文化、食などの豊富な観光資源を結び付け、より大きな魅力と

訴求力を高めることにより、圏域全体の交流人口の増加と地域経済の活性化を目指します。

○広域的な観光プロモーションの展開　　　○自治体連携ツーリズムの実施
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概

要

取

組

概

要

取

組

概

要

取

組

概

要

取

組

2-3　輝きあふれる地場産業づくり

ジュエリーや印伝、ワインなど地場産品のブランド価値の向上と地場産業の活性化に取り組みます。

施

 

策

     ■地場産業の更なる活性化

新たな産業施策の構築に向け、本市全般の産業構造や今後の市場予測の把握のための市場調査と分析

を令和５年度に実施し、令和７年度以降の具体的な取組の実施につなげていくとともに、地場産品ツーリズ

ムの展開による新たな顧客を獲得するなど、「稼ぐ力の向上」を目指します。

○新たな産業施策の構築に向けた調査・分析　　　○ツーリズム等の実施による地場産品の認知度の向上

     ■宝石のまち甲府プロジェクトの推進

「農あるくらし」に憧れを持つ市民や、甲府に移住した都市住民等を対象に、仕事を持ちながら農業に挑戦す

る「半農半X」というライフスタイルを支援するため、相談から栽培技術の指導や農業用機械の貸し出し、耕作

地の紹介までを切れ目なく支援することにより、農業の多様な担い手の確保と、本市における新規就農者の

開拓や、担い手の定着、農地の保全などにつなげ、都市農業の活性化を推進します。

○切れ目ない「半農半Ｘ」のサポート体制の構築

世界有数のジュエリーの集積産地である本市の強みを活かした新たなジュエリー文化を創造し、魅力が伝わる

コンテンツを通じて発信するとともに、日本最大級のファッションフェスタでのＰＲや甲府ジュエリーの広告塔の起

用に加えて、高校生などを対象としたジュエリーデザインコンクールを開催するなど、「甲府ジュエリー」のブランド

化と「宝石のまち甲府」の認知度のなお一層の向上を図ります。

○「甲府ジュエリー」ブランディングの推進　　　○「甲府ジュエリー」プロモーションの推進

     ■鳥獣被害防止対策の推進

北部地域に続いて、優良農地の保全と営農環境の改善を図りながら、持続可能な地域農業の実現に向

け、中道南地区における、鳥獣被害防止対策を含む農業生産基盤の整備を総合的に実施する土地改良

事業を導入するため、令和６年度までに土地改良事業推進協議会を設立し、令和７年度の事業着手を

目指します。

○農業生産基盤の整備

     ■都市農業の活性化
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概

要

取

組

概

要

取

組

概

要

取

組

2-4　人・企業から選ばれるまちづくり

本市の強みや地方への関心の高まりを活かし、人・企業から選ばれるまちづくりを進めます。

施

 

策

     ■企業誘致対策の強化

リニア開業をはじめとする広域的な交通利便性や首都圏との近接性など、本市の立地優位性を活かした企

業誘致活動の継続に、「中小企業の成長・拡大」と「スタートアップ企業の誘致」に向けた新たな誘致活動を

加え、企業誘致対策の強化を図る中で、特定機能補強地区を中心に民間開発を視野に入れた産業立地

の促進に取り組みます。

○スタートアップ企業の誘致　　　○中小企業の成長・拡大に向けたスタートアップ企業との連携

     ■雇用創出の推進

少子高齢化による労働力人口の減少が進む中、行政エリアを越えた労働力の定着と事業者の継続性などを

高めるため、圏域自治体との連携によるオンライン合同企業説明会や対面での就職マッチング機会を創出

し、地方移住に関心のある県外の学生や外国人などの雇用の促進による地域産業の活性化を図ります。

○地元企業と若者のマッチング機会の創出

     ■多様な人材の活躍支援

女性が自分らしく活躍できる場の創出に向けた取組をはじめ、ジェンダー平等の実現に向けた啓発及び教育

を推進するとともに、令和６年度から、留学生の地域活動への参画を促進するプラットフォームを構築し事業

を展開するなど、留学生の活躍を「地域の国際化」へと繋げ、市民の国際感覚の醸成を図ります。

○女性の活躍と交流等の場の創出　　　○ジェンダー平等の実現に向けた啓発及び教育の推進

○国際交流の推進
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概

要

取

組

概

要

取

組

　ともに支え合い、自分らしく健康で安心して暮らせるまちづくりに取り組みます。

3-1　健康危機への迅速な対応

NEXT ACTION 3

 健康で安心して

　　　　　　暮らせるまち

施

策

の

方

向

性

3-1　健康危機への迅速な対応

3-2　在宅医療・介護の体制づくり

3-3　からだとこころの健康増進

3-4　動物と共に生きる社会づくり

高齢化の進展による在宅療養に係るニーズの増加や人口減少に伴う担い手不足を見据え、住み慣

れた地域で、安心して暮らせるための在宅医療・介護の体制づくりを加速します。

施

 

策

     ■在宅医療・介護連携の推進

医療と介護の両方を必要とする高齢者が、住み慣れた地域で自分らしく暮らせるよう、令和５年に在宅療養

後方支援病院となった市立甲府病院と市内医療・介護関係機関の連携強化による「甲府スタイル」の在宅

医療・介護の体制づくりを推進するとともに、連携中枢都市圏を構成する市町との協働による広域連携のメ

リットを生かし、ＩＣＴを活用した連携の促進や研修会による医療・介護従事者のスキルアップなどに取り組

みます。

○切れ目のない提供体制構築に向けたネットワーク形成支援　　　○医療・介護人材のスキルアップ・確保・定着支援

○住民への普及啓発及び意思決定支援

保健所を中心に関係機関等との連携体制を強化し、健康危機への迅速な対応につなげます。

施

 

策

     ■健康危機管理体制の強化

新型コロナウイルス感染症に関するこれまでの取組を踏まえ、様々な感染症危機に備えて保健所が「健康危

機管理拠点」としての機能を発揮するため、令和５年度に「感染症予防計画」を策定し、更なる体制整備

に取り組んでいくとともに、平時から市立甲府病院等の医療機関や関係団体との連携強化を図り、迅速に対

応できる仕組みを構築します。

○感染症予防計画の策定・推進　　　○関係機関との連携強化

3-2　在宅医療・介護の体制づくり
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概

要

取

組

概

要

取

組

概

要

取

組

概

要

取

組

3-3　からだとこころの健康増進

誰もが生きがいを持って豊かに暮らせるよう、市民と共に、からだとこころの健康増進を力強く進めます。

施

 

策

     ■からだの健康づくりの推進

健康都市宣言から５年を迎える本市の健康づくりを更に推進するため、一人ひとりの健康管理を促すための

健康アプリを令和５年度に導入するとともに、民間企業と連携した働き盛り世代の健康づくりを推進するな

ど、地域や団体等との連携により、みんなが元気で、笑顔が絶えない「元気Ｃｉｔｙこうふ」の実現を目指し

ます。

○アプリを活用した健康づくり支援　　　　　　　○民間企業と連携した働き盛り世代の健康づくり支援

○健康都市宣言５年記念事業の開催　　　○生涯を通じた歯・口腔の健康づくりの推進

     ■緑が丘スポーツ公園の整備

各種大会会場や競技スポーツの練習会場として、また、子どもから大人までが楽しみ利用できる公園を目指

し、令和６年度までに、野球場・外周道路・テニスコートＢ等の整備を着実に推進するとともに、今後の整備

に向けて検討を重ねるなど、市民の健康増進・体力づくりに寄与する生涯スポーツの拠点づくりに取り組みま

す。

○緑が丘スポーツ公園の整備

     ■こころの健康づくりの推進

ひきこもりに悩む方を、社会全体で支援していく体制づくりに向け、ひきこもりに関する正しい知識を持った理解

者を地域に増やすとともに、新たな相談機会として、対面での交流に抵抗のある方でも相談できる、インター

ネット上のメタバース（仮想空間）を用いた相談窓口を令和５年度に開設し、ひきこもりの方の、孤独感の

解消と将来的な自立に向けて支援をします。

〇ひきこもりに関する理解促進のための研修会の実施　　　○メタバースを活用したひきこもり相談支援

3-4　動物と共に生きる社会づくり

私たちの心に多くの潤いと安らぎをもたらしてくれる動物と人が共に生きる社会づくりに取り組みます。

施

 

策

     ■動物愛護事業の推進

市民の動物愛護への理解促進やペットの適正飼養の指導をはじめ、譲渡会の開催や地域猫活動などの推

進による「犬猫の殺処分ゼロ」を目指した取組を行うことで、人と動物が共に生きる社会づくりの実現を目指し

ます。

○動物愛護と適正飼養の推進
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概

要

取

組

概

要

取

組

NEXT ACTION 4

 グリーンで快適なまち

施

策

の

方

向

性

4-1　新たな価値を生み出すまちづくり

4-2　リニア駅周辺のまちづくり

4-3　ゼロカーボンシティの実現

4-4　暮らしやすい都市基盤の整備

リニア新時代に向け、甲府の個性と存在感を発揮するまちづくりを進めます。

施

 

策

     ■二つの拠点を核としたまちづくり

甲府駅周辺とリニア駅周辺という個性の異なる二つの拠点を核とした「新たな価値を生み出すまちづくり」を推

進し、リニア開業効果を最大限波及させるため、リニア駅周辺では、「近未来の産業・暮らしの社会実装」の

視点や、甲府駅周辺との連携・補完の視点を取り入れたまちづくりを検討するとともに、甲府駅周辺では、プ

レイヤーとの共創により既存の魅力を高める「新たなまちなか再生事業」に着手し、甲府駅周辺の魅力を最

大化させる拠点づくりを先導します。

○リニア新時代を見据えたまちづくりの推進

4-2　リニア駅周辺のまちづくり

　未来へつなぐ、環境にやさしいグリーンで快適なまちづくりに取り組みます。

4-1　新たな価値を生み出すまちづくり

リニア駅前の特別なポテンシャルを活かし、駅周辺をゼロカーボンの実現と新産業の育成に資する象徴

的なエリアにします。

施

 

策

     ■リニア駅周辺整備の推進

「近未来の産業、暮らしを社会実装するまち」、「誰もが目的地にシームレスに移動できるまち」、「平常時も

災害時も活躍するフェーズフリーなまち」の実現に向け、リニア駅前のまちづくりを進める基本方針を策定すると

ともに、民間事業者や有識者等との意見交換を踏まえる中で、基本計画の作成に着手し、官民双方の強み

を活かした適切な役割分担により、事業の実現性を高める中、特色あるまちづくりを進めリニア駅前の価値を

最大化させます。

○リニア駅周辺における官民連携のまちづくり
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概

要

取

組

概

要

取

組

脱炭素の加速と再生可能エネルギーの促進など、『ゼロカーボンシティ』の実現を目指します。

施

 

策

     ■ゼロカーボンの推進

２０５０年温室効果ガス排出量実質ゼロとなるゼロカーボンシティへの実現に向けて、「甲府市地球温暖化

対策実行計画」に基づき、ゼロカーボン推進助成事業等のクリーンエネルギー普及の取組や、新たに、土壌に

炭素を貯留し、大気中の二酸化炭素濃度を低減する４パーミル・イニシアチブの取組を推進するとともに、令

和６年度からは公共施設への太陽光発電設備の設置を進め、温室効果ガスの排出量を削減します。

○「甲府市ゼロカーボン戦略」に基づく取組の推進　　　○公共施設への太陽光発電設備の整備

○４パーミル・イニシアチブの推進

     ■「こうふグリーンラボ」の開設

２０３０年度の温室効果ガス排出量を２０１３年度比マイナス４６％を目指し、先導的かつ重点的に

実施する取組の指針や重点施策をまとめた「甲府市ゼロカーボン戦略」に基づき、水素エネルギーの普及啓

発や利活用について検討する中で、令和５年度に産学官連携によるコンソーシアムを立ち上げ、水素燃料

電池電動アシスト自転車の実証事業を実施するとともに、ゼロカーボンを推進する拠点となる「こうふグリーンラ

ボ」を設置し、市域全体の脱炭素を加速していきます。

○「こうふグリーンラボ」の設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　○水素エネルギーの利活用に向けたコンソーシアムの設置

○水素エネルギーの利活用に向けた実証事業の実施　　　○環境教育及び水素エネルギー等の普及啓発

4-3　ゼロカーボンシティの実現
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概

要

取

組

概

要

取

組

概

要

取

組

4-4　暮らしやすい都市基盤の整備

快適で豊かな暮らしの実現に向け、効率的・効果的な都市基盤の整備を進めます。

施

 

策

     ■都市計画道路の整備

国や県において整備が進められている幹線道路網との連携を図る中で、「都市計画道路整備プログラム」に

基づき、城東三丁目敷島線の伊勢工区は令和９年度、住吉四丁目善光寺線の善光寺工区及び高畑町

昇仙峡線の池田工区は令和１０年度の整備完了を目指して事業を推進し、甲府圏域における効果的で

効率的な道路ネットワークを構築します。

○城東三丁目敷島線（伊勢工区Ⅰ期）の整備　　　○住吉四丁目善光寺線（善光寺工区Ⅰ期）の整備

○高畑町昇仙峡線（池田工区Ⅰ期）の整備

     ■空き家対策の推進

増加を続けている空き家への対策が全国的な課題となる中、特定空家等の解消強化などとあわせ、令和５

年度から空き家バンク制度の対象地域を市域全体に拡充するなど、適切な管理及び利活用の促進に向け

た必要な施策を総合的かつ計画的に推進し、空き家を活用した定住、交流人口の増加などの付加価値を

創出することによる、地域の活力向上につなげます。

○甲府市空き家バンク制度の対象区域の拡大

     ■新たな公共交通の導入

将来的に公共交通空白地域の拡大が懸念される中、買い物や通院の際の移動に不安を感じている高齢者

に対し、公共交通のセーフティネットとして移動手段を確保するため、「デマンド型乗合タクシー」の実証実験を

令和５年度に実施し、その検証結果を令和６年度以降の取組へとつなげ、日常生活を安心して営むことの

できる公共交通体系を構築します。

○デマンド型乗合タクシーの実証運行
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概

要

取

組

概

要

取

組

5-4　やまなし県央連携中枢都市圏の発展

　連携・協働・交流による、持続可能なまちづくりに取り組みます。

5-1　ＳＤＧｓとデジタル化の推進

NEXT ACTION 5

 持続可能なまち

施

策

の

方

向

性

5-1　ＳＤＧｓとデジタル化の推進

5-2　災害に強いまちづくり

5-3　シティプロモーションの推進

市民生活や社会基盤の維持のために、ＳＤＧｓの推進やデジタル技術を活用し、効率的な行政運

営を推進します。

施

 

策

     ■ＳＤＧｓの推進

ＳＤＧｓの理念や考え方について、市域全体の理解が深まるよう、更なる普及啓発や情報発信、パート

ナー登録制度の更なる充実に努めるとともに、多様な主体との連携を通じて様々な地域課題の解決につなが

る、経済・社会・環境の３つの側面からの新たな取組を展開し、持続可能な未来都市の実現に取り組みま

す。

○ＳＤＧｓ達成に向けた普及啓発の推進　　　○ＳＤＧｓ推進パートナー登録制度の充実・強化

○自治体ＳＤＧｓモデル事業の構築

     ■自治体ＤＸの推進

デジタル技術を活用した行政手続きの更なる簡素・効率化を進めるとともに、ＤＸ人材の育成に努めるなど、

デジタル化による便利で効率的な行政サービスを展開するため、自治体ＤＸを推進します。

○行政手続きのオンライン化の推進　　　○対話型ＡＩの活用に係る調査研究

○ＤＸ人材の確保・育成　　　　　　　　　○ＡＩ－ＯＣＲ／ＲＰＡ等の活用による事務効率化
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概

要

取

組

概

要

取

組

概

要

取

組

地域防災を担う防災リーダーの育成やフォローアップ研修に加え、水害避難の地区研修会の充実を図るた

め、効果的な検証が可能な指定避難所で研修会を開催し、令和６年度以降、検証結果を基に指定避難

所ごとに実効性の高い新たな研修会を単位自治会で実施します。また、令和５年度には、情報を取得しや

すく利便性を高めるため防災アプリのリニューアルを行うとともに、外国人の防災意識の醸成にも取り組むなど、

市民一人ひとりの防災に関するスキルアップや連携強化を図り、災害に強いまちづくりを推進します。

○甲府市防災リーダーの育成・強化　　　○水害避難の地区研修会の強化

○「甲府市防災アプリ」のリニューアル

5-4　やまなし県央連携中枢都市圏の発展

やまなし県央連携中枢都市圏を形成する自治体と共に、相互の強みを活かした事業を展開し、課題

解決に取り組みます。

施

 

策

     ■「やまなし県央連携中枢都市圏ビジョン」の推進

甲府市・韮崎市・南アルプス市・甲斐市・笛吹市・北杜市・山梨市・甲州市・中央市・昭和町の９市１町で

構成する「やまなし県央連携中枢都市圏」において、「やまなし県央連携中枢都市圏ビジョン」に基づき、令

和５年度より実施する各分野の取組を推進し、圏域の発展と持続可能なまちづくりを進めます。

○圏域自治体との連携事業の推進

5-3　シティプロモーションの推進

戦略的なプロモーションにより、本市の多彩な魅力を輝かせた甲府のブランド力を高めます。

施

 

策

     ■シティプロモーションの推進

市政情報等の魅力を市内外の様々な方に知ってもらうため、本市の春夏秋冬を捉えた甲府歳時記プロモー

ションやデジタル漫画を活用したローカルプロモーション、ＳＮＳを中心としたＷｅｂプロモーションに加えて、甲

府大使等による魅力発信、民間企業等とのコラボレーションによるコミュニティプロモーションなど、市民向け・国

内等に向けた「３つのターゲット別プロモーション」を実施し、甲府ファンを創出します。

〇「こうふＦAＮクリエーション」プロジェクトの構築

5-2　災害に強いまちづくり

近年、自然災害が激甚化・頻発化している中、自治会等との連携強化を図り、災害に強いまちづくり

を進めます。

施

 

策

     ■地域防災力の強化
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○ヤングケアラーの社会的理解の促進

　・相談センターとの連携強化と教職員へのヤングケアラー啓発を目的とした市内全ての小・中・高等学校への訪問

　・研修会の開催やリーフレット作成など社会的理解の促進に向けた啓発活動の検討及び実施

○ヤングケアラー支援庁内連携体制の強化

　・ヤングケアラー支援庁内連携会議の設置・開催

　・庁内連携会議によるヤングケアラー支援に向けた福祉サービスの手引きの作成

○Ｗｅｂ予約システムの導入

　　■子ども・青少年総合相談センターの開設

　　■子育て世代包括支援センターの機能強化

　　■子ども体験機会の創出

　・妊娠期から青年期にわたる切れ目のない支援を行う「子ども・青少年総合相談センター おひさま・あおぞら」の設置

　・見守り、寄り添いや具体的な支援につなぐ役割を担う、山梨県の養成講座を修了した「ヤングケアラー・コーディネーター」

　　の配置

○オンライン相談の導入

　・妊娠期から子育て期を対象としたオンライン相談環境の整備・導入

○子ども応援フェスタの開催

　・子どもたちに文化・芸術等に触れる機会を創出する「子ども応援フェスタ（文化・芸術編）」の開催

　・子どもたちが将来の夢や希望を思い描ける多種多様な体験プログラムを集めた「子ども応援フェスタ（スポーツ・運動遊び

　　体験編）」の開催

　・乳幼児健診等の予約や変更をスマートフォンなどから行えるＷｅｂ予約システムの導入

○専門職によるアウトリーチ（訪問）支援の充実

　・マイ保健師と助産師等の専門職の連携による各種アウトリーチ支援の実施

　・令和６年度から公認心理師又は臨床心理士によるアウトリーチ支援を実施するための人材確保・実施準備

○夏休み子ども体験教室の開催

　・スポーツや夏休みの宿題にも繋がる「夏休み子ども体験教室」の開催

○親子運動遊びイベントの開催

　・親子で楽しみながら運動遊びの重要性を知ってもらう「親子運動遊びイベント」の開催

○配食支援モデル事業等によるヤングケアラー支援

　・ヤングケアラーのレスパイトケアにつながる配食支援モデル事業の構築・実施

　・個別ケース会議の開催から福祉サービスへつなげるなど支援コーディネートの実施

取 組 編

各施策を構成する「取組」ごとの当年度の具体的取組を記載します。

1-1　きめ細かな相談・支援の体制づくり

 NEXT ACTION１

 こども育むまち

R5年度

ACTION

○子ども・青少年総合相談センターの設置
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　　■子育て負担の軽減

　　■児童生徒支援センターの開設

　　■不登校総合対策の推進

　　■子ども応援施設の整備

　　■保育環境の充実

　・保育士の加配等による障がい児に対する処遇の向上

　・市内の教育・保育施設における質の高いインクルーシブ保育の提供

○保育士確保対策の充実

　・保育施設等の特色アピール機会の創出に向けた関係機関との調整

　・子どもに係る多機能施設に求める機能や設備、運営要件、事業スケジュール等の検討

　・子どもに係る多機能施設設置に向けたサウンディング調査の実施

○障がい児保育の補助制度の拡充

○学校内への教育支援センターの設置及び不登校対策専門の教員の配置
 

　・教室に入れない生徒の居場所となる「教育支援センター」を校内に設置

　・不登校対策専門の教員の配置による生徒一人ひとりに寄り添った支援の実施

○公立保育所における主食の提供

　・炊き立ての白米やバラエティ豊かな主食メニューの提供

1-2　安心できる居場所づくり

○児童生徒支援センターの設置

○児童生徒支援センターの認知度の向上

　・校長会や教頭会等を通じた「甲府市児童生徒支援センター」の開設の周知

　・安心メールや、学校を通じた市内小中学校に通う子を持つ全家庭へのチラシの配付

　・「不登校」「いじめ」「特別支援教育」に関する相談窓口の一元化によるきめ細かな相談支援の実施

　・スタッフ間の情報共有や関係部署等との連携による適切な相談支援の実施

  ・「スクリーニングシート」等を活用した不登校になる可能性がある生徒の早期発見・早期対応

　・不登校生徒や保護者の意向に沿った支援の実施

　・オンライン授業の実施やフリースクールでの学びを出席扱いにするための基準案の策定と指定校での検証

○子ども応援施設の整備

○不登校対策校の指定・充実

○おうちｄｅホッとママケア利用料の助成の拡大

　・助産師がご自宅に伺いケアする訪問型の産後ケア事業「おうちｄｅホッとママケア」の利用料助成拡大の実施

○産前産後ケアセンターの利用料の助成の拡大

　・母体や育児のケア等を受けることができる宿泊型・日帰り型の産前産後ケアセンターの利用料助成拡大の実施

○子ども応援デリバリー事業の実施

　・子ども応援団体等との連携・協働による子どもの体験機会を創出する「子ども応援デリバリー事業」の実施
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　　■通学区域の弾力化の推進

　　■コミュニティ・スクールの推進

　　■未来に向けた人づくりの推進

　　■「こうふ開府の日」記念事業の実施

○魅力ある学校づくりの推進

　・学生ボランティアを活用したきめ細かな授業や自然豊かな環境を活かした体験学習などの実施

　・様々な取組についての市ホームページやＳＮＳなどの媒体を通じたタイムリーな情報発信

○「こうふ開府５００年レガシー事業」の推進

　・「こうふドリームキャンパス」と「私の地域・歴史探訪」、「甲府ラーニング・スピーチ」の通年実施

○「甲府市の歌」の普及啓発

　・歌う、聴く機会の創出に向けた小・中学校への協力依頼と音源の配布

　・市制施行記念日、こうふ開府の日に「防災行政用無線」で歌声入り音源を放送

　・歌詞入りポスターの印刷及び配布

○「こうふ開府の日」イベントの開催

　・レガシー事業スペシャル版などと連動した一体的な「こうふ開府の日」イベントの開催

　・甲府にちなんだ食材を使った「こうふ開府の日」を記念する給食の提供

　・広報こうふへの遊びながら甲府に関する知識を深められるクロスワードやパズルの掲載

○学校規模適正化の更なる検討

　・弾力化を導入した山城小や湯田小の１年生の保護者へのアンケートの実施

　・湯田小へのニーズを踏まえた児童受入増加に向けた検討

　・新たに弾力化の導入が必要な地区（学校）の調査・研究

○全小中学校への学校運営協議会の設置

　・学校運営協議会の進捗状況、成果、課題等を共有するコミュニティ・スクール連絡協議会の開催

　・学校から学校運営協議会への、学校運営に係る基本方針等の提案

　・学校運営協議会による活動の目標設定や年間計画の作成と、それに基づく学校や地域の特性に適した活動の展開

1-4　こうふ愛の醸成

1-3　新時代の特色ある学びづくり

○新たな学習支援ツール等の導入

　・新たな学習支援ツールの導入による、教育ビッグデータの利活用

　　■ＩＣＴを効果的に活用した学力向上の推進

○教員のＩＣＴスキルの向上

　・教員を対象とした国の学校ＤＸ戦略アドバイザーによる研修等の実施

　・教員のＩＣＴスキルや指導力向上のための、ＩＣＴ推進専門員２名による学校訪問支援

○リーディングＤＸスクール事業への参加

　・「リーディングＤＸスクール事業（石田小・南西中）」による、全国のＩＣＴ活用好事例等の調査・研究

○ＡＩ型ドリルの利用促進

　・一人ひとりに合わせた最適な出題を行うＡＩ型ドリルの更なる利用促進
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　　■小江戸甲府 城下町整備事業の推進

○新規出店機会の創出とまちなかの回遊性・滞留性の向上

　・ハジメテマルシェエリアの設置によるイベント等での出店機会の創出

　・店舗シェアサポートサイトの構築によるマッチングの実施

　・市民参加型の壁画ワークショップを開催し、旧岡島百貨店周辺の仮囲いへ壁画を作成

○プレイヤーとの共創体制の強化

　・エリアプラットフォームの形成・運営

○岡島百貨店跡地の再開発への支援

　・優良建築物等整備事業の事業化

　・再開発を活かしたエリア価値を高める取組の検討

○春日本通り線の整備

　・地元商店街との協力体制の構築

　・第１期工事の実施

○歴史文化交流施設の整備

　・リーディングプロジェクトの試行・検証

　・まちなか再生ビジョンの策定

　　■新たなまちなか再生事業の推進

　　■中心市街地活性化対策

2-1　まちなかの交流・賑わいの創出

R5年度

ACTION

 NEXT ACTION２

 輝き栄えるまち

　・施設の集客性・収益性を高めるための取組の推進

　・施設内の備品等の検討

○江戸風まちなみ散策路の整備

　・無電柱化に伴う電線共同溝工事などの実施

○遊亀公園・附属動物園の再整備

　・「ふれあいセンター」及び「厩舎・家畜舎」等の整備工事の実施

　・トライアルサウンディングの実施

  ・動物たちとの「出張ふれあい動物園」などのイベントの開催

　　■遊亀公園・附属動物園の再整備

○まちなか再生ビジョンの策定・推進

22



　　■御嶽昇仙峡や信玄の湯 湯村温泉の魅力の磨き上げ

　　■自然と都市機能を活かした観光振興

2-2　四季折々の観光づくり

○観光地の高付加価値化の推進

○景勝地の文化資源を活用した取組

　・昇仙峡の名勝指定１００年、特別名勝指定７０年を記念した歌碑の設置

○ツーリズム等の実施による地場産品の認知度の向上

　・ワインバスを活用した地場産品ツーリズムの実施

　・甲府空中市（ソライチ）を活用した地場産品などを扱う事業者の出店

　・「こうふはっこうマルシェ」におけるステージイベントなどの拡充と、店舗を持たない方等への出店機会の創出

○「甲府ジュエリー」ブランディングの推進

　・「マイナビ東京ガールズコレクション」にて、「甲府ジュエリー」の文化と魅力を発信

　・「甲府ジュエリーアンバサダー」への著名人の起用

　・「甲府ジュエリーインフルエンサー」制度の創設

　・高校生などによるジュエリーデザインコンクール「ジュエリー甲子園」を開催

○「甲府ジュエリー」プロモーションの推進

　・「出産」や「結婚」などのライフシーンに合わせた新たなジュエリー文化を創出し、ジュエリーに係る新たな概念を様々な媒体

　　により発信

　・市内事業者とのコラボレーションによるブライダル関連の販路開拓支援

　　■宝石のまち甲府プロジェクトの推進

　・圏域の特色を活かした広域的な観光プロモーションの展開

2-3　輝きあふれる地場産業づくり

○新たな産業施策の構築に向けた調査・分析

　・市内の産業構造分析による産業構造の見える化と経済循環構造等の把握

　・牽引産業に係る詳細分析による市場構造の把握、事業者の実態調査及びマーケット調査・分析

　　■地場産業の更なる活性化

　・民間事業者と連携したエリア価値を高める取組の推進

○スポーツ・アウトドアを活用した観光振興

　・スポーツ・アウトドアアクティビティを活用した観光施策の検討

○山のぼり・まち歩きの促進

　・「山のぼり・まち歩き」キャンペーンの開催

　・「（仮称）やまなし県央エコクリーンハイカー」の認定

○広域的な観光プロモーションの展開

　　■広域観光の推進

○自治体連携ツーリズムの実施

　・観光マーケティングの手法を取り入れた顧客目線による商品造成や圏域職員等の人材育成

○スポーツ・文化合宿等の誘致

　・「甲府市スポーツ・文化合宿等誘致補助金」の創設によるスポーツ・文化合宿等の誘致
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○ジェンダー平等の実現に向けた啓発及び教育の推進

　　■企業誘致対策の強化

　・ジェンダー平等の実現に向けた啓発を推進するための講演会の開催

　・ジェンダー平等の実現に向けた教育を推進するための若年層を対象とした性に関する講座の開催

○国際交流の推進

　・市内大学との連絡会の設置・開催

　・留学生のニーズ・生活課題の把握手法の検討・実施

　・留学生の地域活動への参画を促進する留学生プラットフォームの構築及び試行運用

○スタートアップ企業の誘致

　・東京都が運営するスタートアップ支援施設との定期的な会議の開催による企業情報等の収集

　・市内企業とのマッチングに向けたスタートアップ企業の抽出

　・スタートアップ企業と市内企業とのマッチングによる事業連携体制の構築

○地元企業と若者のマッチング機会の創出

　・圏域企業を対象としたオンライン合同企業説明会の開催

　・連携中枢都市圏合同による対面での就職マッチング機会の創出

○女性の活躍と交流等の場の創出

　・女性が自分らしく活躍できる場の創出に向けた検討

　・女性起業等支援セミナーの実施

　・こうふ女性達で創るマルシェの開催及びチャレンジする場の提供

　　■雇用創出の推進

　　■多様な人材の活躍支援

○中小企業の成長・拡大に向けたスタートアップ企業との連携

　・企業課題抽出に向けたアンケート調査の実施

　・スタートアップ企業とのマッチングに向けた市内企業の抽出

　・市内企業とスタートアップ企業とのマッチングによる事業連携体制の構築

○農業生産基盤の整備

　・整備路線の精査等による事業計画の作成準備

　・土地改良事業を円滑に推進していくための推進協議会等の設立準備

○切れ目ない「半農半Ｘ」のサポート体制の構築

　・「半農半Ｘ」応援相談窓口を設置し、「半農半Ｘ」の実践に係わる人の様々な相談に対応

　・農業未経験者をサポートするための農産物の栽培指導や農業機械の操作研修の実施

　・扱いやすい小型の機械やアグリテックを活用した農業用機械の貸し出しの実施

2-4　人・企業から選ばれるまちづくり

　　■鳥獣被害防止対策の推進

　　■都市農業の活性化
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R5年度

ACTION

 NEXT ACTION３

 健康で安心して暮らせるまち

○健康都市宣言５年記念事業の開催

　・健康都市宣言５年を契機とした、コロナ禍で停滞した健康づくりを再活性化する「（仮称）甲府市健康フェスタ」の開催

○生涯を通じた歯・口腔の健康づくりの推進

　・糖尿病患者等にターゲットを絞った歯科健診の受診勧奨通知の送付

　・受診勧奨通知対象者の健診実施後のデータに基づく今後の課題等の整理

　・ナッジやソーシャルマーケティングの手法を活用した、受診行動につながるチラシの作成及び配布

　・甲府市歯科医師会等と連携した歯科健診の受診勧奨

3-3　からだとこころの健康増進

○アプリを活用した健康づくり支援

　　■からだの健康づくりの推進

　・マイナポータルとの連携や健康ポイント事業のデジタル化、健康情報等の通知などの機能を有する健康アプリの構築・導入

3-1　健康危機への迅速な対応

○感染症予防計画の策定・推進

　・有識者等による策定会議などの意見を踏まえた感染症予防計画の策定

　　■健康危機管理体制の強化

○民間企業と連携した働き盛り世代の健康づくり支援

　・ヘルスケア関連企業の持つ専門的・魅力的な健康づくりコンテンツを市内事業所へ提供

　・参加事業所に対する、本市の健康づくり事業及び講座などの周知

　　■在宅医療・介護連携の推進

　・感染症対策を想定した災害対応訓練の実施や意見交換などによる関係機関等との連携の推進

○関係機関との連携強化

○切れ目のない提供体制構築に向けたネットワーク形成支援

　・市立甲府病院を含む病院、診療所等で構成する新たなワーキンググループの設置による２４時間対応できる連携体制

　　等の構築

　・連携中枢都市圏における在宅医療・介護の社会資源情報をタイムリーに共有できるシステムの導入

　・市立甲府病院の周辺医療機関への訪問による、在宅療養後方支援病院としての機能の浸透

○医療・介護人材のスキルアップ・確保・定着支援

　・医療・介護従事者に向けた在宅療養の普及啓発ツールの作成・周知

　・連携中枢都市圏における在宅医療・介護連携に関する基礎的内容及びスキルアップのための研修会の開催

　・連携中枢都市圏における身寄りのない高齢者の支援に係る医療・介護現場における事例集の作成・周知

○住民への普及啓発及び意思決定支援

　・住民に向けた在宅療養の普及啓発ツールの作成・周知

3-2　在宅医療・介護の体制づくり
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　　■緑が丘スポーツ公園の整備

　　■こころの健康づくりの推進

　　■動物愛護事業の推進

○動物愛護と適正飼養の推進

　・猫の不妊・去勢手術への補助

　・猫用超音波忌避装置の貸出及び譲渡ボランティアへの支援

　・地域猫活動の周知啓発及び動物愛護週間におけるイベント開催

　・譲渡会の開催

○緑が丘スポーツ公園の整備

　・「野球場」及び「外周道路」の整備工事の実施

　・「テニスコートＢ」の解体工事の実施

　・次期整備に向けた取組の推進

○メタバースを活用したひきこもり相談支援

　・メタバースを活用したひきこもり相談窓口の構築・運用

　・メタバースを活用したひきこもり支援の周知

3-4　動物と共に生きる社会づくり

○ひきこもりに関する理解促進のための研修会の実施

　・地域で活動している団体等への研修会の実施

26



　　■二つの拠点を核としたまちづくり

　　■リニア駅周辺整備の推進

　　■「こうふグリーンラボ」の開設

　　■ゼロカーボンの推進

○水素エネルギーの利活用に向けたコンソーシアムの設置

　・産学官のワーキングによる水素エネルギー利活用の検討

○水素エネルギーの利活用に向けた実証事業の実施

　・水素燃料電池電動アシスト自転車の実証事業への協力

○「甲府市ゼロカーボン戦略」に基づく取組の推進

　・Ｖ２Ｈ機器の購入を対象に加えた助成の実施等によるクリーンエネルギーの普及促進

　・脱プラスチックへの普及啓発イベントの開催

○公共施設への太陽光発電設備の整備

　・公共施設への太陽光発電等の導入に向けた調査

○４パーミル・イニシアチブの推進

　・農業者に対する４パーミル・イニシアチブの取組のＰＲによる無煙炭化器等の利用促進

　・リニア駅周辺のまちづくり基本方針の検討・作成・周知

　・リニア駅周辺のまちづくり基本計画の作成着手

　・有識者等で構成される「（仮称）まちづくり検討委員会」の立ち上げ

　・「検討委員会」等における意見を踏まえた、土地利用や基盤整備内容の具体化の検討

4-3　ゼロカーボンシティの実現

○「こうふグリーンラボ」の設置

　・ゼロカーボンを推進する拠点となる「こうふグリーンラボ」の設置

　・環境教育や普及啓発機能の整備

○リニア新時代を見据えたまちづくりの推進

　・広域都市拠点である甲府駅周辺、広域交流拠点であるリニア駅周辺の特徴・課題整理

　・有識者や民間事業者等に対する二つの拠点の連携・補完への意見を聴取

　・二つの拠点の連携と相互補完を踏まえたまちづくりの考え方の整理

　・リニアが開通する時代の社会を見据え、二つの広域拠点を中心とする課題解決に向けた効果的な施策の検討

　・まちなか再生ビジョンの策定

4-2　リニア駅周辺のまちづくり

○リニア駅周辺における官民連携のまちづくり

4-1　新たな価値を生み出すまちづくり

R5年度

ACTION

 NEXT ACTION４

 グリーンで快適なまち
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　　■都市計画道路の整備

　・要綱改正や関係団体との協定締結

　・制度活用事業者の募集

　・制度活用の促進に係る周知啓発

○デマンド型乗合タクシーの実証運行

　・デマンド型乗合タクシー実証実験の実施

　・実証実験の結果を基にした分析検証及び次年度の方向性決定

　　■新たな公共交通の導入

　・事業用地の取得

○住吉四丁目善光寺線（善光寺工区Ⅰ期）の整備

　・用地測量及び建物等の補償算定に係る業務の実施

　・用地測量等に伴う説明会の開催

○高畑町昇仙峡線（池田工区Ⅰ期）の整備

　・用地測量業務の実施

　・用地測量に伴う説明会の開催

○甲府市空き家バンク制度の対象区域の拡大

　　■空き家対策の推進

4-4　暮らしやすい都市基盤の整備

○城東三丁目敷島線（伊勢工区Ⅰ期）の整備

○環境教育及び水素エネルギー等の普及啓発

　・産学官との連携による小・中・高等学校での年代に応じた環境教育の実施
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　　■地域防災力の強化

○甲府市防災リーダーの育成・強化

　・避難所運営訓練、資機材取扱い訓練、講演会などのフォローアップ研修会の実施

　・甲府市防災リーダー研修会の開催（前期、後期及び女性のための防災研修会２回）

　・ＡＩチャットボットの活用事例等の調査研究

　・対話型ＡＩを活用した先進技術に関する調査研究

○ＤＸ人材の確保・育成

　・「（仮称）ＤＸ人材育成方針」の素案作成

　・自治体ＤＸ推進に向けた人材育成のための職員研修の開催

○ＡＩ－ＯＣＲ／ＲＰＡ等の活用による事務効率化

　・新規２業務へのＡＩ－ＯＣＲ／ＲＰＡの導入

　・令和４年度に環境整備した１０業務の導入効果の検証・評価

　・令和６年度新規導入業務の選定

5-2　災害に強いまちづくり

　・登録パートナーの取組の見える化を推進し、市域のＳＤＧｓの輪を拡大

　・多様な主体との連携や新たな事業展開に繋げるための交流会等の開催

○自治体ＳＤＧｓモデル事業の構築

　・水素エネルギーの活用等によるＳＤＧｓや脱炭素社会の推進に向けた施策の構築

　・市民や企業・団体・大学等との連携による甲府らしさを捉えたモデル事業の創出

○行政手続きのオンライン化の推進

　・マイナポータルを活用したシームレスなオンライン申請の着実な運用と効果検証（２６手続）

　・住民情報システム標準化・共通化に係わる２０業務の現状把握と、市民サービス等への影響分析の実施

○対話型ＡＩの活用に係る調査研究

　　■自治体ＤＸの推進

5-1　ＳＤＧｓとデジタル化の推進

○ＳＤＧｓ達成に向けた普及啓発の推進

　・パートナー登録企業等のＳＤＧｓの取組を通じて、若者の理解促進等に繋がる事業の実施

　・子どもから高齢者までが、楽しみながら学べる普及啓発ツールの構築

　・登録パートナー等の資源を活用した講座や各種普及啓発事業の実施

○ＳＤＧｓ推進パートナー登録制度の充実・強化

　　■ＳＤＧｓの推進

 NEXT ACTION５

 持続可能なまち

R5年度

ACTION
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　　■シティプロモーションの推進

　　■「やまなし県央連携中枢都市圏ビジョン」の推進

○圏域自治体との連携事業の推進

　・連携自治体との協力による効率的・効果的な連携事業の形成・実施

　・次年度以降に向けた新たな連携事業の展開についての検討

　・各自治体との協議やビジョン懇談会における意見を踏まえた「やまなし県央連携中枢都市圏ビジョン」の見直し

5-3　シティプロモーションの推進

○「こうふＦＡＮクリエーション」プロジェクトの構築

　・甲府歳時記プロモーションの実施に向けた4シーズンのテーマの検討

　・デジタル漫画のアウトラインの検討

　・ＳＮＳ魅力発信グループの構築に向けたコンセプト及び運営方法の検討

5-4　やまなし県央連携中枢都市圏の発展

○水害避難の地区研修会の強化

　・これまでの研修会を踏まえた新たな研修内容の検討及び指定避難所における単位自治会での研修会の実施

○「甲府市防災アプリ」のリニューアル

　・各種災害関連情報の整理や、「マイ・タイムライン」のデジタル機能を追加した防災アプリのリニューアルと普及啓発

　・アプリへの避難所の方向を示すＡＲ機能や、防災行政用無線の音声読み上げ機能、多言語機能の追加

　・外国語版「わが家の防災マニュアル」の電子化及びアプリ内への掲載
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